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3／新年度事業計画・収支予算
4／女性委員会総会
　　全老連セミナー参加報告
5／県下各クラブの活動紹介
6／会員のひろば
8／地域の元気づくり事業
　　行事予定
　　加入促進運動表彰
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̶岡山県老連だより̶
h t t p : / / o k a r o r e n . i n f o /

岡山
第27号

おかやま県老連だより
（通巻96号）
令和4年8月号

岡山県老連は50周年を機に愛称を『晴ればれシニア岡山』とし、広報紙の名称も変更しました。

会
長
就
任
挨
拶

岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�

会
長�

安
田�

泰
治

　

去
る
６
月
10
日
に
開
催
さ
れ
た
理

事
会
に
お
い
て
、
吉
田
建
太
郎
会
長

の
後
任
と
し
て
県
老
連
会
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
安
田
で
す
。
会
員
の

皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
県
老
連
の
各

事
業
運
営
に
多
大
な
ご
支
援
を
賜
り

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
一
昨
年
発
生
し
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
ま
た
た

く
間
に
世
界
中
に
拡
大
し
、
老
人
ク

ラ
ブ
で
も
活
動
の
中
止
、
縮
小
ま
た

書
面
で
の
決
議
等
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
現
在
も
活
動
制
限
が
続
い
て
い

ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
と
の
戦
い
は
、
未
だ
終
息
の
目
途

は
見
え
ま
せ
ん
が
、
新
し
い
生
活
様

式
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
今
以
上
に

地
域
で
老
人
ク
ラ
ブ
の
存
在
意
義
を

高
め
、
そ
の
時
々
の
状
況
に
合
わ
せ

て
活
動
方
法
等
を
工
夫
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
虚
弱
（
フ
レ
イ
ル
）
予
防

な
ど
の
健
康
づ
く
り
活
動
や
見
守
り

な
ど
、
地
域
の
支
え
合
い
活
動
を
中

心
に
多
く
の
人
々
と
交
流
し
て
い
く

こ
と
も
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
そ

し
て
、
地
域
ニ
ー
ズ
や
高
齢
者
に
対

応
で
き
る
組
織
で
あ
る
た
め
に
も
、

ク
ラ
ブ
員
減
少
と
い
う
大
き
な
問
題

を
解
決
し
、
ク
ラ
ブ
を
強
化
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

私
は
、
日
頃
か
ら
老
人
ク
ラ
ブ
の

活
動
基
本
は
、「
単
位
ク
ラ
ブ
」
に

あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
も
、
会
員
加
入
促
進
は
不
可
欠
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
未
加
入
者

へ
の
積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
り

老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
加
入
率
の
ア
ッ
プ

と
、
１
９
４
７
年
か
ら
１
９
４
９
年

に
生
ま
れ
た
団
塊
世
代
に
如
何
に
加

入
し
て
い
た
だ
く
か
が
重
要
に
な
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
会
員
の
皆

様
一
人
ひ
と
り
が
仲
間
づ
く
り
へ
の

意
識
を
高
め
、
活
力
に
満
ち
た
魅
力

あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
で
あ
り
続
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　

私
た
ち
の
子
ど
も
の
頃
は
よ
く

「
人
生
50
年
」と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、

現
在
で
は
「
人
生
１
０
０
年
」時
代
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
高

齢
者
人
口
予
測
値
で
は
、２
０
４
２
年

「
65
歳
以
上
約
３
、９
０
０
万
人
」
ま

で
増
加
し
続
け
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、
高

齢
世
帯
や
孤
立
化
に
よ
る
認
知
症
の

増
加
、
地
域
社
会
活
力
低
下
な
ど
の

課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
す
べ
て
の
高

齢
者
が
楽
し
み
を
持
ち
充
実
し
た
日

常
を
送
る
に
は
、
健
康
で
自
立
し
、

お
互
い
に
支
え
合
い
、
人
生
で
培
っ

た
経
験
、
知
識
を
地
域
全
体
で
共
有

し
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
最
も
重
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
今
以
上
に
老
人
ク

ラ
ブ
の
組
織
強
化
と
活
性
化
を
目
指

し
、
新
規
ク
ラ
ブ
の
立
ち
上
げ
や
休

止
・
解
散
ク
ラ
ブ
の
防
止
の
た
め
行

政
・
自
治
会
等
と
連
携
を
強
化
し
、

会
員
増
強
運
動
を
力
強
く
進
め
て
行

こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

1　2022年（令和 4 年）8月 おかやま県老連だより「晴ればれシニア岡山」は、高齢者のさまざまな活動を応援します。

私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



　

県
老
連
の
役
員
改
選
を
受
け

て
、
６
月
20
日（
月
）、
新
・
旧

会
長
と
新
副
会
長
全
員
で
、
伊

原
木
知
事
に
就
任
の
あ
い
さ
つ

に
出
向
き
ま
し
た
。
知
事
室
で

の
懇
談
で
、
知
事
か
ら
「
人
と

会
っ
て
、
ワ
イ
ワ
イ
、
ガ
ヤ
ガ

ヤ
や
る
こ
と
が
健
康
に
と
っ
て

大
事
」、「
定
年
退
職
し
た
人
は

一
人
に
な
り
が
ち
な
の
で
、
声

を
か
け
て
引
っ
張
り
出
し
て
も

ら
い
た
い
」
と
、
老
人
ク
ラ
ブ

へ
の
期
待
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
も
な
ご
や
か
な
懇
談
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
県
老
連
理
事
の

改
選
期
で
し
た
。
市
町
村
老
連

か
ら
推
薦
の
あ
っ
た
理
事
、
並

び
に
前
任
者
の
辞
任
の
申
し
出

を
受
け
て
該
当
の
市
町
村
老
連

か
ら
推
薦
の
あ
っ
た
監
事
、
評

議
員
は
、
令
和
４
年
６
月
10
日

（
金
）に
開
催
さ
れ
た
令
和
４
年

度
定
時
評
議
員
会
に
お
い
て
、

全
員
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
新
理
事
の

中
か
ら
県
老
連
の
会
長
、
副
会

長
、常
務
理
事
を
決
め
る
た
め
、

同
日
直
ち
に
理
事
会
が
開
催
さ

れ
、
次
の
と
お
り
新
役
員
が
選

定
さ
れ
ま
し
た
。

■
会
　
長
（
代
表
理
事
）

　
　

安
田　

泰
治

 

（
倉
敷
市
老
連
会
長
）

■
副
会
長
（
備
前
地
区
代
表
）

　
　

繁
定　

健
三

 

（
赤
磐
市
老
連
会
長
）

■
副
会
長
（
備
中
地
区
代
表
）

　
　

岡
田　

捷
夫

 

（
井
原
市
老
連
会
長
）

■
副
会
長
（
美
作
地
区
代
表
）

　
　

小
野　

恭
三

 

（
津
山
市
老
連
会
長
）

■
副
会
長
（
女
性
代
表
）

　
　

延
原　

愛
子

 

（
美
咲
町
老
連
女
性
部
長
）

■
常
務
理
事（
業
務
執
行
理
事
）

　
　

杉　
　
　

潔（
会
長
推
薦
）

新
　
理
　
事

（
全
員
改
選
、※
は
新
任
、他
は
再
任
）

◆
備
前
地
区

　

備
前
市　

松
本　

和
好
※

　

赤
磐
市　

繁
定　

健
三
※

　
吉
備
中
央
町 

土
井　

二
六
敏
※

　

玉
野
市　

香
川　

八
重
子
※

◆
備
中
地
区

　

倉
敷
市　

安
田　

泰
治

　
　

〃　
　

中
山　
　

康

　

笠
岡
市　

宇
根
山　

肇

　

井
原
市　

岡
田　

捷
夫

　

新
見
市　

安
達　

友
恆
※

　

倉
敷
市　

武
本　

芳
江
※

◆
美
作
地
区

　

津
山
市　

小
野　

恭
三

　

真
庭
市　

美
甘　
　

彰

　

美
作
市　

宿
茂　
　

悟
※

　

奈
義
町　

芦
田　

一
郎
※

　

美
咲
町　

延
原　

愛
子

◆
会
長
推
薦

　
　
　
　
　

杉　
　
　

潔

（
以
下
新
任
の
み
、（ 

）は
前
任
者
）

新
　
監
　
事

◆
備
前
地
区

　

赤
磐
市　

大
江　

真
澄

　
　
　
　

（
繁
定　

健
三
）

◆
備
中
地
区

　

倉
敷
市　

角
名　

則
男

　
　
　
　

（
福
元　

秀
子
）

新  

評  

議  

員

◆
備
前
地
区

　

備
前
市　

杉
山　

玄
意

　
　
　
　

（
松
本　

和
好
）

　

赤
磐
市　

福
島　

崇
弘

　
　
　
　

（
小
坂　

通
夫
）

◆
備
中
地
区

　

倉
敷
市　

福
元　

秀
子

　
　
　
　

（
津
島　

博
子
）

　
　

〃　
　

中
西　

文
明

　
　
　
　

（
川
口　

孝
志
）

　
　

〃　
　

木
口　

卓
士

　
　
　
　

（
野
田　

俊
明
）

　

笠
岡
市　

高
田　

省
一
郎

　
　
　
　

（
天
野　

秀
範
）

　

浅
口
市　

坂
本　

喜
晴

　
　
　
　

（
白
神　
　

勇
）

◆
美
作
地
区

　

真
庭
市　

山
根　

貞
夫

　
　
　
　

（
山
乗　

和
子
）

　

美
作
市　

伊
東　

廣
一

　
　
　
　

（
宿
茂　
　

悟
）

　

奈
義
町　

岸
本　

保
正

　
　
　
　

（
元
番　
　

實
）

県
老
連
役
員

伊
原
木
知
事
に

就
任
あ
い
さ
つ 新

役
員
決
ま
る

岡
山
県
老
連

令
和
４
年
度

就
　
任
　
挨
　
拶

��

副
会
長�　

繁
定�

健
三

　

こ
の
度
、
再
度
副
会
長
に
就

任
し
て
思
う
こ
と
は
、
県
老
連

六
十
年
の
歴
史
を
振
り
返
り
、

現
状
と
比
較
す
る
と
、
あ
ま
り

に
も
会
員
数
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
で
す
。
世
間
の
情
勢
は
変

わ
り
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
高
齢

化
社
会
に
お
い
て
老
人
ク
ラ
ブ

に
対
す
る
認
識
が
希
薄
に
な
っ

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

県
老
連
と
し
て
は
、
こ
の
現

状
を
し
っ
か
り
把
握
し
対
策
を

考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
、
県
老
連
で
は
、
次
世
代

を
担
う
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
等
の

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
も
単
位
ク
ラ
ブ
の
会

長
、
市
・
町
老
連
の
会
長
に
な

る
人
材
育
成
に
積
極
的
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

と
し
て
、
行
政
そ
の
他
諸
団
体

の
実
施
す
る
新
地
域
支
援
事
業

等
に
協
働
参
画
す
る
こ
と
で
生

き
が
い
の
場
づ
く
り
、
集
い
の

場
づ
く
り
が
必
要
と
考
え
ま

す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
が
つ
な
げ
る
持

続
可
能
な
未
来
が
健
康
で
心
豊

か
に
な
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま

す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

��

副
会
長�　

岡
田�

捷
夫

　

令
和
４
年
度
も
老
人
ク
ラ
ブ

の
事
業
活
動
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
た
め
、
ま

ま
な
ら
な
い
状
態
が
続
い
て
お

り
ま
す
が
、
皆
様
一
人
ひ
と
り

が
感
染
予
防
対
策
を
し
っ
か
り

行
い
、
こ
の
困
難
な
時
期
を
、

安
心
し
て
安
全
に
、
ま
た
楽
し

く
健
康
に
過
ご
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

岡
山
県
も
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
得
て
会
員
増
強
に
取
り
組
み

ま
し
た
が
、
会
員
が
減
少
す
る

と
い
う
残
念
な
結
果
に
終
わ
っ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
私
達
高
齢

者
が
お
互
い
に
助
け
合
い
な
が

ら
、
孤
独
な
人
を
作
ら
な
い
よ

う
に
し
て
い
く
に
は
「
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
」
は
、
な
く
て
は

な
ら
な
い
組
織
で
あ
り
、
こ
れ

か
ら
も
決
し
て
あ
き
ら
め
る
こ

と
な
く
、
引
き
続
き
仲
間
を
増

や
す
こ
と
に
力
を
注
い
で
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
環
境
で
み
ん
な
で
、

知
恵
を
出
し
合
い
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
元
気
に
暮
ら
し
て
い

け
る
よ
う
、
自
分
た
ち
も
楽
し

み
な
が
ら
地
域
に
も
貢
献
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

��

副
会
長�　

小
野�

恭
三

　

本
年
は
、
岡
山
県
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
が
、
創
立
六
十
周
年

を
迎
え
ま
す
。
皆
様
と
共
に
祝

い
た
い
と
思
い
ま
す
。
十
一
月

に
は
記
念
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
高
齢
社
会
を
迎
え
、
老
人

ク
ラ
ブ
の
組
織
は
大
き
な
存
在

で
、
主
役
で
あ
り
責
任
も
あ
り

ま
す
。「
健
康
、
友
愛
、
奉
仕
」

を
重
ん
じ
、
魅
力
あ
る
会
に
な

り
ま
す
よ
う
努
め
ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対

策
を
徹
底
し
な
が
ら
、
本
年
は

各
種
会
議
、
イ
ベ
ン
ト
等
を
開

催
し
て
本
来
の
ク
ラ
ブ
に
な
り

ま
す
よ
う
努
め
ま
す
。そ
し
て
、

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
活
動
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
「
公
助
、
共
助
、
自
助
」
そ

れ
に
近
助
（
近
所
）
も
大
切
と

思
い
ま
す
。
人
生
五
十
年
時

代
、
百
年
時
代
、
い
ま
や
人
生

百
二
十
年
と
言
わ
れ
る
時
代
で

す
。
健
康
で
、
幸
せ
人
生
と
し

て
、
皆
様
と
共
に
歩
ん
で
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
発
展
の
た
め
会
員
増
強
が
必

要
で
す
。
単
位
ク
ラ
ブ
年
間
一

名
純
増
運
動
に
取
り
組
み
、
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
方
の
ご
支
援
ご
協
力
を

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

��

副
会
長�　

延
原�
愛
子

　

こ
ん
に
ち
は
、
ご
指
名
を
い

た
だ
き
再
度
就
任
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
に
巻
き
込
ま
れ
、
中

国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ

ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
二
度
の

延
期
と
今
年
度
は
中
止
。
残
念

な
が
ら
開
催
す
る
こ
と
は
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
記
念
品
と

し
て
女
性
委
員
会
で
製
作
し
た

マ
グ
ネ
ッ
ト
入
り
の
帽
子
は
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
共
に
、
中
国
・

四
国
の
会
員
さ
ん
に
届
け
る
事

が
決
ま
り
、
や
っ
と
一
区
切
り

が
着
き
ま
し
た
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
減
少
が

止
ま
り
ま
せ
ん
。
総
人
口
に
占

め
る
高
齢
者
の
割
合
が
急
増

す
る
中
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

健
康
と
生
き
が
い
を
持
っ
て
生

活
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
必
要
か
議
論
さ
れ
て
い
ま

す
。
人
間
は
１
人
で
は
生
き
ら

れ
ま
せ
ん
、
若
い
時
な
ら
ま
だ

し
も
高
齢
に
な
れ
ば
人
の
助
け

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
地
域
活

動
の
代
表
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る

の
が
「
老
人
ク
ラ
ブ
」
で
す
。

　

会
員
と
し
て
一
緒
に
活
動
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
気
軽
に
高
齢

者
が
集
ま
れ
る
組
織
と
し
て
、

今
後
も
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
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令
和
４
年
５
月
26
日（
木
）に

開
催
さ
れ
た
令
和
４
年
度
第
１

回
理
事
会
及
び
６
月
10
日（
金
）

に
開
催
さ
れ
た
令
和
４
年
度
定

時
評
議
員
会
に
お
い
て
、「
令

和
３
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支

決
算
書
」
が
順
次
承
認
さ
れ
ま

し
た
。（
い
ず
れ
も
き
ら
め
き

プ
ラ
ザ
に
お
い
て
開
催
）

　

令
和
３
年
度
事
業
に
つ
い
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
全
国
大

会
や
中
四
国
地
域
の
研
修
会
等

が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

他
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
状
況
に
よ
っ
て
、
事

業
を
実
施
、あ
る
い
は
延
期
、中

止
を
す
る
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

決
算
額
に
つ
い
て
は
、
円
グ

ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

（ 

決
算
書
に
は
、
こ
れ
以
外
に

シ
ル
バ
ー
基
金
特
定
資
産

取
崩
収
入
及
び
シ
ル
バ
ー

基
金
投
資
有
価
証
券
取
得

支
出
（
い
ず
れ
も
同
額
の

１
０
６
、５
０
０
千
円
）
を
計

上
し
て
い
ま
す
が
、
円
グ
ラ

フ
に
は
含
め
て
い
ま
せ
ん
。）

　

令
和
４
年
３
月
18
日
（
金
）、

き
ら
め
き
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
開

催
の
予
定
で
あ
っ
た
県
老
連
理

事
会
・
評
議
員
会
が
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
中

止
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
令
和
４

年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

が
書
面
決
議
の
方
法
に
よ
り
理

事
会
・
評
議
員
会
に
提
案
さ
れ
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
４
年
度

事
業
計
画
概
要

◆
重
点
目
標

1�

会
員
の
生
活
を
豊
か
に
す
る

取
り
組
み

　

・ 

健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防

活
動
の
推
進
と
健
康
寿
命

の
延
伸　
　

2�

地
域
を
豊
か
に
す
る
社
会
活
動

　

・ 

友
愛
活
動
、
次
世
代
育
成

支
援
活
動
等
の
推
進

3
組
織
運
営
体
制
の
確
立

　

・ 「
単
位
ク
ラ
ブ
年
間
１
名

純
増
運
動
」
と
魅
力
あ
る

ク
ラ
ブ
づ
く
り
の
推
進

　

・ 

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
老

人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
の
開
催

　

・ 

県
老
連
創
立
60
周
年
記
念

事
業
の
実
施

◆
事
業
計
画

1�

第
47
次
岡
山
県
老
人
福
祉
大

学
の
開
催

　

会
場　

 

岡
山
、
倉
敷
、
津
山
、

高
梁

　

期
間　

９
月
～
11
月

　

受
講
生
募
集　

１
、１
４
０
名

　

テ
ー
マ　

　
　

◇
老
後
の
雑
学

　
　

◇
健
康
づ
く
り

　
　

◇
唄
と
暮
ら
し

2�
健
康
づ
く
り
推
進
委
員
会
の

開
催
（
年
１
回
）

3�
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
事
業

　

・ 

地
域
の
元
気
づ
く
り
事
業

（
健
康
・
介
護
）
６
箇
所

　
　
１
箇
所
当
た
り
10
万
円
以
内

　

・ 

事
業
報
告
会
の
開
催
（
年

１
回
）

4�

地
区
別
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催

　

実
施
地
区　

　
　

備
前
、
備
中
、
美
作

　

 

１
地
区
17
万
円
以
内
で
２
種

目
ま
で
（
１
種
目
に
付
き

7
万
円
以
上
）

5
次
世
代
育
成
支
援

　

・ 

次
世
代
育
成
支
援
リ
ー

ダ
ー
養
成
講
習
会
の
開
催

（
年
１
回
）

　

・ 

地
域
の
元
気
づ
く
り
事
業

（
次
世
代
育
成
）
６
箇
所

　
　
１
箇
所
当
た
り
10
万
円
以
内

6�

在
宅
福
祉
を
支
え
る
友
愛
活
動

　

・ 

地
域
の
元
気
づ
く
り
事
業

（
友
愛
活
動
）
３
箇
所

　
　
１
箇
所
当
た
り
10
万
円
以
内

7�

高
齢
者
の
安
全
・
安
心
を
支

え
る
活
動

　

・
高
齢
者
の
交
通
安
全
対
策

　

・ 

特
殊
詐
欺
・
悪
徳
商
法
な

ど
防
犯
安
全
対
策

8�

災
害
復
興
支
援
事
業
（
平
成

30
年
７
月
豪
雨
災
害
）

　

・ 

災
害
復
興
関
連
事
業
の
募

集
・
実
施

9
老
人
ク
ラ
ブ
指
導
者
の
育
成

　

・ 

高
齢
者
地
域
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
の
開
催

　
　

会 

場　

５
会
場（
岡
山
、倉

敷
、津
山
、高
梁
、美
作
）

　
　

時
期　

６
月
～
10
月

　
　

受
講
予
定　

３
３
０
名

　

・ 

全
老
連
創
立
60
周
年
記
念

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
派

遣
（
東
京
都
）

　

・ 

全
老
連
高
齢
者
の
健
康
づ

く
り
・
生
活
支
援
セ
ミ

ナ
ー
派
遣

　

・ 

地
区
別
女
性
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
の
開
催

　
　

実
施
地
区　

　
　
　

備
前
、
備
中
、
美
作

　
　

１
地
区
７
万
円
以
内　

��

第
59
回
岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ

大
会
（
岡
山
県
総
合
社
会
福

祉
大
会
）

　

・ 
10
月
13
日（
木
）　

岡
山
市

民
会
館

��

県
老
連
創
立
60
周
年
記
念
事
業

　

・ 

記
念
式
典　

11
月
15
日

（
火
）　

き
ら
め
き
プ
ラ
ザ

　

・ 

県
老
連
10
年
の
歩
み
の
作
成

�
会
員
加
入
促
進
事
業

　

・ 

会
員
加
入
促
進
委
員
会
の

開
催
（
若
手
委
員
会
と
合

同
開
催
）

　

・ 「
単
位
ク
ラ
ブ
年
間
１
名

純
増
運
動
」
の
推
進

　

・ 

会
員
加
入
促
進
モ
デ
ル
単

位
ク
ラ
ブ
表
彰

�
表
彰

　

・ 

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
（
育

成
功
労
・
優
良
ク
ラ
ブ
等
）

　

・ 

全
老
連
会
長
表
彰
（
育
成

功
労
・
優
良
ク
ラ
ブ
等
）

　

・ 

全
老
連
活
動
賞
（
仲
間
づ

く
り
・
健
康
づ
く
り
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
そ
の
他
）

�
広
報
活
動

　

・ 

機
関
紙
「
晴
れ
ば
れ
シ
ニ

ア
岡
山
」
の
発
行

　
　

年
２
回　

各
３
万
５
千
部

��

市
町
村
老
連
正
・
副
会
長
会

議
（
年
１
回
）

��

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
老
人

ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

　

岡
山
県
が
当
番
県

　

期 

日　

７
月
７
日（
木
）～

　
　

８
日（
金
）

　

会 

場　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
瀬
戸

内
マ
リ
ン
ホ
テ
ル
（
玉
野

市
渋
川
）

　

参
加
人
員　

１
５
０
名

��

市
町
村
老
連
事
務
担
当
者
会

議
（
年
１
回
）

��

法
人
運
営
管
理（
評
議
員
会
、

理
事
会
、
監
査
会
）

�
そ
の
他

令
和
４
年
度

収
支
予
算

　

円
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

令和4年6月10日　定時評議員会

令和4年5月26日　令和4年度第1回理事会

■ 令和3年度決算報告 ■

■ 令和4年度予算 ■

収入
31,945
（単位：千円）

収入
33,517
（単位：千円）

支出
31,945
（単位：千円）

支出
33,517
（単位：千円）

会費
7,623

補助金等
13,888

事業収入
3,828シルバー基金

財政積立預金
取崩収入
2,153

シルバー基金
運用利息1,067

運用資金積立預金
取崩収入 2,600

救援拠金（寄付金）700
前期繰越金
収入1,587

寄付金 60
雑収入11

事業費
30,549

管理費
　1,901

シルバー基金運用利息
積立支出1,067

会費
7,831

補助金等
12,988

事業収入
1,994

シルバー基金
財政積立預金
取崩収入
2,153

シルバー基金
運用利息 2,153

救援拠金（寄付金）1,619
前期繰越金
収入 3,157

寄付金 50

事業費
26,222

管理費1,631

シルバー基金運用利息
積立支出 2,153

次期繰越金支出1,939

事
業
計
画
・

収
支
予
算
決
ま
る

令和
4年度

事
業
報
告
・
決
算

承
認
さ
れ
る

令和
3年度
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令
和
４
年
６
月
16
日
（
木
）

午
前
10
時
30
分
か
ら
、
き
ら
め

き
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
第
40
回
女

性
委
員
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
６
月
総
会
は
、２
年
度
、

３
年
度
と
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
中

止
で
し
た
の
で
、
３
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。
出
席
者

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
女
性
委
員
38

名
中
24
名
で
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
６
月
10
日

の
理
事
会
で
新
た
に
県
老
連
会

長
に
就
任
し
た
安
田
会
長
か

ら
、
就
任
の
挨
拶
と
「
ク
ラ
ブ

活
動
に
は
女
性
委
員
会
の
協
力

が
欠
か
せ
な
い
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
」と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
延
原
女
性
委
員
長
か
ら

は
、
同
理
事
会
で
県
老
連
の
副

会
長
に
再
選
さ
れ
た
と
の
報
告

と
「
女
性
委
員
会
委
員
長
と
し

て
２
年
間
頑
張
る
の
で
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
」
と
の
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
延
原
委
員
長
の
進
行

で
協
議
に
入
り
、
任
期
満
了
に

伴
い
、
女
性
委
員
会
副
委
員
長

２
名
（
備
前
・
備
中
地
区
か
ら

各
１
名
）
と
、
幹
事
12
名
（
備

前
・
備
中
・
美
作
地
区
か
ら
各

４
名
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
事
務
局
か
ら
令
和
４
年

度
の
事
業
方
針
と
、
女
性
委
員

会
活
動
計
画
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
昼
食
時
間

に
は
、
全
員
が
「
折
り
紙
で
作

る
傘
」
づ
く
り
に
挑
戦
す
る
と

と
も
に
、
午
後
か
ら
は
、
中

国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ

ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
用
に
女
性

委
員
会
で
作
成
し
て
い
た
参
加

記
念
品
（
マ
グ
ネ
ッ
ト
帽
子
）

を
入
れ
て
い
た
袋
の
台
紙
の
詰

め
替
え
作
業
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。

　

皆
様
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　

女
性
委
員
会
の
新
役
員
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。

第
40
回
女
性
委
員
会
総
会
開
催

 

～
新
役
員
決
ま
る
～

日
　
程
：
令
和
３
年
12
月
７
日

場
　
所
：

　
全
国
社
会
福
祉
協
議
会

�

「
灘
尾
ホ
ー
ル
」

参
加
者
：

　
赤
磐
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

�
会
長　
繁
定　
健
三

　

銀
杏
並
木
が
目
に
鮮
や
か
な

黄
昏
ゆ
く
師
走
の
街
東
京
。
丁

度
国
会
開
会
中
で
、
行
き
交
う

道
々
に
警
察
官
の
姿
が
目
に
付

い
た
。

　

令
和
３
年
度
セ
ミ
ナ
ー
研
修

は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
参
加

者
は
１
都
道
府
県
・
指
定
都
市

あ
た
り
1
名
に
限
定
、
当
日
の

出
席
者
38
名
で
開
催
さ
れ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
「
高
齢
者
の
健
康

づ
く
り
・
生
活
支
援
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
お
り
、
丁
度
今
、
赤

磐
市
老
連
が
若
手
委
員
会
を
中

心
に
進
め
て
い
る
諸
々
の
改
革

に
つ
い
て
参
考
に
な
る
と
期
待

し
て
、
参
加
し
た
。

　

冒
頭
、
全
老
連 

古
都
賢
一

副
会
長
か
ら
開
会
挨
拶
と
、「
老

人
ク
ラ
ブ
が
取
り
組
む
健
康
づ

く
り
活
動
、
生
活
支
援
を
考
え

る
」
と
題
す
る
基
調
報
告
が

あ
っ
た
。
特
に
気
に
な
っ
た
の

は
、
次
の
点
で
あ
っ
た
。

◇ 

人
と
人
と
の
「
社
会
関
係
」

を
保
つ
こ
と
は
生
き
る
た

め
の「
必
須
要
素
」
で
あ
り
、

特
に
高
齢
者
に
と
っ
て
の
健

康
プ
ラ
ス
要
素
は
、①
人
と

人
と
の
交
流
が
多
い
こ
と
、

②
運
動
は
仲
間
と
す
る
こ

と
、
③
サ
ロ
ン
に
参
加
す
る

こ
と
、④
笑
い
の
あ
る
生
活
、

⑤
地
域
組
織
へ
の
参
加
、
⑥

地
域
で
の
役
割
を
担
っ
て
生

き
甲
斐
を
持
つ
こ
と
で
あ

る
。
ま
さ
に
老
人
ク
ラ
ブ
活

動
は
健
康
長
寿
の
秘
訣
で
あ

る
、
い
う
も
の
。

　

こ
の
基
調
報
告
を
聞
い
て
、

「
老
人
ク
ラ
ブ
を
知
っ
て
も
ら

お
う
」、「
声
か
け
を
し
よ
う
」

を
念
頭
に
常
日
頃
か
ら
活
動
を

続
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

痛
感
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
ま
ず
厚
生
労

働
省
地
域
づ
く
り
推
進
室 

田

中
明
美
室
長
補
佐
か
ら
、
高
齢

者
の
介
護
予
防
・
生
活
支
援
の

担
い
手
と
し
て
、
老
人
ク
ラ
ブ

の
新
地
域
支
援
事
業
に
向
け
て

の
行
動
提
案
に
つ
い
て
話
が

あ
っ
た
。
赤
磐
市
老
連
が
赤
磐

市
社
協
と
相
互
協
定
に
基
づ
く

事
業
内
容
に
つ
い
て
協
議
中
で

あ
る
た
め
、
よ
り
興
味
深
く
参

考
に
な
っ
た
。

　

次
に
、
講
師
３
名
の
方
の
講

義
が
あ
っ
た
。
日
本
栄
養
士
会

西
村
一
弘
常
務
理
事
は
、「
高

齢
期
の
食
生
活
の
あ
り
方
に
つ

い
て
」、
東
京
消
防
庁
生
活
安

全
係 

阪
本
浩
司
係
長
は
、「
日

常
生
活
事
故
（
こ
ろ
ぶ
・
お
ぼ

れ
る
・
熱
中
症
・
誤
飲
）
の
防

止
」
に
つ
い
て
、
最
後
に
順
天

堂
大
学 

武
井
正
子
名
誉
教
授

か
ら
は
、「
高
齢
者
の
運
動
に

よ
る
健
康
づ
く
り
」に
つ
い
て
、

体
操
の
実
地
指
導
を
交
え
て
説

明
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
度
の
セ
ミ
ナ
ー
研
修
で

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
自
粛
が

続
く
中
、
新
し
い
生
活
様
式

を
踏
ま
え
た
フ
レ
イ
ル
予
防
活

動
や
孤
独
防
止
活
動
に
取
り
組

ん
だ
ク
ラ
ブ
の
紹
介
な
ど
も
あ

り
、
大
変
参
考
に
な
っ
た
。
赤

磐
市
老
連
の
今
後
の
事
業
展
開

に
活
用
し
た
い
と
思
う
。

　

以
上
ご
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。
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令和3年度
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私たちは岡山県老人クラブ連合会の活動を応援しています。



と ぴ っ く す

新見市

新見市老人クラブ連合会 女性委員長　谷村 悦子　伝えよう　伝統文化の継承の活動

　私たちの住む新見市は岡山の三大河川で
ある高梁川の源流に位置

し、その恵みを受けてブランド牛の千屋牛、
桃、ピオーネ、西日本一

をほこるリンドウが特産品です。少子高齢化
も進み、人口減少も課題

のひとつです。そうした中で新見市老人クラ
ブ連合会では、次世代に

つなぐ事業として、昔から伝わる伝承遊び「お
手玉」を通して仲間づくり、

健康・介護予防活動を行っています。お手玉は
男女差をこえて、手から

手へと受け継がれてきた日本の文化です。お
手玉は手、目、脳を同時

に使うため認知症予防にも良いとされていま
す。健康づくりだけでなく、

世代をこえて交流することもでき、子ども達
との交流や、高齢者の生

きがいづくり、さらに地域での交流活動にも
つながっています。

　私たちの老人クラブでは毎年お手玉教室を
開催しています。はじめ

ての人にもわかりやすくルールの説明や、お
手玉の正しいとり方等の

指導を行います。会員の中に、日本お手玉の
会公認の段取得者や、審

判員の資格をもった人がおりますので、その
人達の指導のもとで個人

戦や４人１組で行う団体戦で勝敗を競います。
また、お手玉を使った演

舞もおこないます。音楽にあわせて踊りやゲ
ームなど、お手玉はいろ

いろなことができます。地区でのアトラクショ
ンでも皆さんと一緒に楽

しむこともできますし、また子ども達と一緒
になって三世代昔遊び教

室でも役立っています。今後も手から心のぬ
くもりが届けられるよう活

動に頑張っていきたいと思います。

　また、昔からこの地域に伝わる郷土食の伝
承にも力をいれ、中山間

地域で生活してきた人にしか味わえない山の
恵みを有効利用して、自

然災害にも対応出来るよう山野草の保存の仕
方を次世代の人達に継承

していくことが年を重ねてきた私たちにでき
る責務だと思っています。

会員同志お互いに手を携え、声をかけあって、
フレイルにならないよう

活動していきたいと思っています。

奈義町

奈義町老人クラブ連合会 高円延寿会 会長　巴 英樹　
スイセンの植付け

　高円地区も以前は３クラブに分かれ

て、それぞれの老人クラブで活動して

いましたが、平成27年に３クラブが合

併して高円延寿会が誕生しました。

　その年に何か地区に貢献できる事は

ないか、体力もあまりない、お金もな

い、暇だけは余るほどあるという状況

で、役員会を何回となく開き協議を繰

り返す中、長く続けられて、皆さんが観

て笑顔になれる物（事）はないか・・・・・。

　高円地区には、幸い「山の駅」があり、

週末には沢山の方が来られます。

　そこで、花でお迎えをしてはどうかと

いう意見があり、「山の駅周辺をスイセ

ンで一杯にする」プロジェクトを立ち上

げ、有志によるスイセンの植付けが始

動しました。
　そこに至るまでには、花壇を作りパ

ンジーなどの季節の草花、あるいは彼

岸花はどうか、いずれも他の地区でやっ

ているとの意見もあり、なかなか話が

まとまりません。その時一人の長（オサ）

が、「スイセンはどうか」の一言で即決し

ました。しかし、それからが大変です。

最初の１、２年は、スイセンの球根もミ

カン箱にして数箱が瞬く間に集まりと

ても助かりました。ところが３年、４年

となると球根も集まりにくくなり、ここ

で挫折する訳にはいかず、続けること

に意義があると、みんなで頭を突き合

わせ知恵を絞っていると、今までの成

果が高円地区に認められて、助成がい

ただけるようになり、今では毎年決まっ

た数量の球根が手に入るようになって、

仲間の皆さんも生きがいを感じ取り組

んでいます。
　植付けは、毎年10月下旬に行い、そ

して今年で５年目となります。徐々に

株も増え、今年も３月の終わりから４月

の初めにかけて、桜のピンク、菜の花

の黄色、そしてスイセンの黄色や白色

が「山の駅」周辺の法面で可憐に咲いて、

皆さんのお越しをお待ちしています。

　『いっぺん来てみんちゃい。』

吉備中央町

吉備中央町老人クラブ連合会 納地老人クラブ 役員　
歳原 タヅ子　

地区の魅力

　納地地区では、「多面的機能支払交付制度」を利用し
て耕作放棄地や農地の管理・維持をしています。納地
全戸で取り組み、室納地区と舞地地区でそれぞれ活動
しています。構成員（登録活動員）の中に老人クラブの
メンバーもおり、特に農道の草刈・公共施設の花壇の
手入れ・耕作放棄地の管理という環境保全の面で年間
を通して参加しています。
　昨年度までは、耕作放棄地でそばを栽培、本年度は
竹林の管理も兼ねて竹を伐採、その竹の再利用として
「スタードーム」を作成しました。竹でドームをつくり、
野菜（ゴーヤ・いんげん・きゅうりなど）のツルをのぼら
せて栽培しています。
　多年齢のメンバーも参加し、野菜栽培の勉強や、耕
作計画などを話し合うと、気持ちも身体もいきいきと、
楽しい時間を過ごさせてもらっています。若い世代の
方たちと共に活動することは、自分たちが積み重ねて
きた知識と経験を、今後納地地区を担っていく若者た
ちに教えてあげられる場となっています。私たちもさら
に知識やエネルギーを吸収して、もっと頑張るぞと元
気が出ています。
　コロナ禍で活動が全くできない日々が続いています
が、対策をしっかりとしたうえで、これらの活動に参加
できていることに感謝しています。

5　2022年（令和 4 年）8月



会員の ひ ろ ば

岡山県老人クラブ連合会では令和５年１月に発行する「晴れば
れシニア岡山第28号」に掲載する皆様の作品を次の通り募集
いたします。

　●俳句　 ●川柳　 ●短歌　 ●絵手紙
　●投稿文（身近な出来事、趣味などについて400字程度）

※投稿は未発表のものをお一人1点でお願いします。
※クラブ名・氏名・住所・電話番号を必ずご記入ください。
※�編集にあたり、文章の若干の添削をすること、また応募数が多数の
場合は事務局により選考させていただく場合があることをご了承く
ださい。

【応募先】 〒700-0807 岡山市北区南方２－１３－１きらめきプラザ内
 岡山県老人クラブ連合会　晴ればれシニア岡山 作品募集係

皆様の作品を募集します
応募締切日／令和４年10月31日（月）
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「
憎
い
コ
ロ
ナ
」

倉
敷
市
中
島
永
楽
会

　

西
老
人
ク
ラ
ブ

�

山
本　

喜
久
恵

　

寄
る
年
波
で
足
が
悪
く
て
家

か
ら
出
る
の
は
、
送
迎
の
有
る

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
水
曜
と
金
曜

の
週
二
日
と
、
自
律
神
経
失
調

症
で
自
家
用
車
か
タ
ク
シ
ー
で

内
科
に
通
院
す
る
の
み
。
二
月

二
日
の
水
曜
日
に
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
か
ら
帰
宅
し
て
間
も
な
く
電

話
で
、
コ
ロ
ナ
が
出
た
の
で
今

週
中
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
休
業
と

の
連
絡
。
そ
し
て
二
月
五
日
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
か
ら
検
査
用
の

ツ
バ
の
採
集
に
来
ら
れ
た
。
そ

の
結
果
、
市
役
所
か
ら
コ
ロ
ナ

患
者
の
濃
厚
接
触
者
で
コ
ロ
ナ

陽
性
者
、
但
し
無
症
状
と
の
通

知
が
来
て
び
っ
く
り
し
た
。
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
禁
止
中
は
、

何
の
異
常
も
な
く
、
普
段
よ
り

体
調
良
好
の
日
々
だ
っ
た
。
家

族
は
皆
コ
ロ
ナ
と
は
無
関
係
な

の
に
、
濃
厚
接
触
者
と
し
て
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仕
事
を
一
週
間
休
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
聞
い
た
時
は
辛

か
っ
た
。
私
が
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

に
行
か
な
け
れ
ば
コ
ロ
ナ
陽
性

者
に
は
な
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う

と
思
う
と
、
情
け
な
く
運
の
な

さ
に
さ
い
な
ま
れ
た
。
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老人クラブは、おおむね60歳以上の高齢者が地域で自主的に参加しているクラブです。
市町村の老人クラブを県老連でとりまとめています。高齢者の経験、知識を生かし、地域
社会に貢献するとともに、生きがいと健康づくりのために相互に支え合うことを目的とし
て運営されています。

老人クラブとは

岡 山 県

■会 員 数

　　　124,491 人
■クラブ数
　　　2,357 クラブ

（令和4年3月末現在）

編 集 後 記

県老連等の行事について

令和４年４月〜７月の会議等
4月21日㈭ 中国ブロック協議会 中止
4月26日㈫ 健康づくり推進委員会 実施
5月12日㈭ 県老連監事監査会 実施
5月26日㈭ 第 1回理事会 実施

6月10日㈮
定時評議員会 実施
第 2回理事会 実施

6月16日㈭ 女性委員会総会 実施
７月 7日㈭

8日㈮ 中国・四国ブロック老人クラブリーダー研修会 中止

令和４年度（第47次） 岡山県老人福祉大学　日程（予定）
岡 山

きらめきプラザ
倉 敷

倉敷市芸文館
津 山
津山文化
センター

高 梁
高梁総合
文化会館

９月 2日㈮ 6日㈫ 28日㈬ 14日㈬
10月 18日㈫ 4日㈫ 24日㈪ 7日㈮
11月 29日㈫ 4日㈮ 25日㈮ 16日㈬

※日程は講師の都合などにより変更することがあります。

令和４年度 高齢者地域リーダー研修会　日程（予定）
岡 山 7月26日㈫ きらめきプラザ
津 山 8月 3日㈬ 津山市総合福祉会館
高 梁 8月25日㈭ 高梁総合文化会館
美 作 9月12日㈪ 湯郷地域交流センター
倉 敷 10月21日㈮ くらしき健康福祉プラザ

※日程は講師の都合などにより変更することがあります。

令和４年度 岡山県総合社会福祉大会
10月13日㈭ 岡山市民会館 開催予定

全老連創立60周年記念全国老人クラブ大会
11月 8日㈫ 東京都国技館 開催予定

県老連創立60周年記念式典
11月15日㈫ きらめきプラザ 開催予定

　久しぶりに楽しそうな笑顔
を拝見しました。県老連女性
委員会総会に出席の委員の
方々の笑顔です。総会は3年
ぶりの開催で、マスクを付け
てでしたが、皆さん話が盛り
上がり、地区ごとの協議もス
ムーズでした。やはり、会って、
顔を見て、話し合う、そして一
緒に作業することはいいです
ね。ワクチン接種も進んでい
ます。感染防止対策を徹底し
ながら、地域での活動への取
り組みをよろしくお願いします。

「地域の元気づくり事業」実施団体の決定

■令和４年度 地域の元気づくり事業（健康づくり・次世代育成・シルバー） （単位：円）
市町村 実施団体 健康づくり 次世代 シルバー 小計

1 岡山市 芳泉小学校区老人クラブ連合会 83,000 83,000
2 津山市 津山市老人クラブ連合会 70,000 70,000
3 〃 30,000 30,000
4 井原市 井原市老人クラブ連合会 100,000 100,000
5 西方楽寿会 100,000 100,000
6 総社市 総社市老人クラブ連合会 30,000 30,000

7 高梁市 高梁市有漢地域
老人クラブ連合会 100,000 100,000

8 新見市 菅生高齢者クラブトキメキ会 100,000 100,000

9 備前市 東鶴山老人クラブ連合会
鶴寿会 100,000 100,000

10 瀬戸内市 瀬戸内市老人クラブ連合会 100,000 100,000
11 〃 100,000 100,000
12 赤磐市 赤磐市老人クラブ連合会 100,000 100,000
13 桜が丘西 6丁目さくらクラブ 100,000 100,000

14 浅口市
浅口市老人クラブ連合会
寄島支部 100,000 100,000

15 須恵シニアクラブ 100,000 100,000

16 真庭市 真庭市老人クラブ連合会
北房支部 100,000 100,000

17 美作市 美作市老人クラブ連合会
英田支部 60,000 60,000

18 和気町 室原クラブ 39,210 39,210
19 早島町 早島町老人クラブ連合会 100,000 100,000
20 鏡野町 鏡野町老人クラブ連合会 100,000 100,000
21 勝央町 勝央町老人クラブ連合会 30,000 30,000
22 西粟倉村 西粟倉村老人クラブ連合会 100,000 100,000

合計 1,029,210 400,000 413,000 1,842,210
※�シルバーとは、シルバー基金の運用益を活用して支援するもので、友愛活動事業、友
愛活動とその他の活動との複合事業などを対象としています。

　本年度の「地域の元気づくり事業」実施団体が決まりました。
　本年度は、17市町村老連の20団体で、22の事業が実施される予定です。実
施団体の皆様、よろしくお願いします。
　この事業は、「健康づくり・介護予防活動」と「次世代育成支援（世代間交流）
事業」、「友愛活動事業」について、新たに活動を開始したり、これまでの活動を
リニューアルするなどにより、地域の元気づくりに取り組む市町村老連や地区
（校区）老連、単位クラブを支援するもので、県老連の主要な事業の１つです。

令和４年度

◆加入促進運動表彰◆
　令和３年度に実施した会員加入促進運動の表彰クラブが決まり
ました。会員の加入促進について、ご尽力いただきありがとうご
ざいました。
　県老連では、「単位クラブ年間１名純増運動」を実施しています。
会員の皆様、引き続き未加入の方への声掛けをよろしくお願いし
ます。

《表彰の対象》
表彰の対象は、「会員加入促進委員会」を設置している市町村老連
の単位クラブで次のいずれかの基準に該当する単位クラブとする。

〈単位クラブ〉
① 30人以上の単位クラブで令和４年４月１日の会員数が、前年同

日（令和３年４月１日）より10％の増員数（純増）以上であること。
② 新規に設立されたクラブ又は、休会・解散したクラブを復活さ

せたクラブであること。
③その他、県老連会長が特に認めた場合。
　※②、③においても30人以上とする。

単位クラブ（12クラブ）
津 山 市�1クラブ 三浦老人クラブ

備 前 市�2クラブ 伊部老人クラブ
山田原老人クラブ

瀬戸内市�1クラブ 須恵クラブ

赤 磐 市�3クラブ
桜が丘西７丁目いこい会
河本寿会
佐古老人クラブ

浅 口 市�1クラブ 大浦熟年会

和 気 町�2クラブ 本寿楽会
加三方老人クラブ

美 咲 町�2クラブ 高下老人クラブ
安井老人会

新規クラブ（2クラブ）
備 前 市�1クラブ 伊部きらきら会
赤 磐 市�1クラブ 熊山もみじクラブ
復活クラブ（1クラブ）
和 気 町�1クラブ 日笠下ダイヤモンドクラブ

合計：15クラブ（7市町老連）

2022年（令和 4 年）8月　8


